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53年 

町 の 人 口 

人 口 9,335人 （増17) 

男 4,472人 （増17) 

女 4,863人 （ 0) 

世帯数 2,920世帯（増2) 

出生 10人 転入 57人 

死亡 5人 転出 45人 

(52年12月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（町民会館大ホール式典から・ 1 月15日） 

ご成人おめでと う 

53年成人式該当者127人が・ 
赤池町成人式は1月15日（日）成人の日に行われ、127 人の成人者か新たに大人の仲間 

入リをしました。ことし成人式に招待された方は、32年4月2日から33年4月1日までに 

生まれた男女で、男性56人、女性71人です。10時半よリ始まった式典には若者たちの 

胸中は希望と不安で一杯だったことでしょう。 

これからは20歳になり大人の仲間入りとともに、未成年者のときの法律上の保護はなく 

なり、しっかり成人として自分の責任と判断で行動されることか望まれます。 



②
 

(3） 第181号 昭和53年2月1日 け
 

し、 カ・ あ
 

報
 

広
 

昭和53年2月1日 第181号 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

新
春
飾
る
ノ
消
防
出
初
め
式
 

ー

 
永
年
勤
続
・
優
良
団
員
の
表
彰
等
ー
 

新
春
恒
例
、
下
田
川
四
カ
町
連
合
（
 

金
田
・
方
城
・
糸
田
・
赤
池
）
の
消
防
 

出
初
め
式
が
八
日
午
前
九
時
半
か
ら
本
 

町
中
学
校
々
庭
に
お
い
て
盛
大
に
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
の
は
金
田
町
消
防
団
員
百
 

十
人
、
方
城
町
消
防
団
員
九
十
八
人
、
 

糸
田
町
消
防
団
員
百
十
人
、
本
町
消
防
 

団
員
百
五
十
一
人
、
総
数
四
百
六
十
九
 

人
の
出
動
で
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

あ
い
に
く
当
日
は
天
好
に
恵
ま
れ
ず
 

雨
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
 

ン
不
良
の
た
め
分
列
行
進
が
出
来
ず
又
 

放
水
訓
練
も
中
止
と
重
な
り
や
・
盛
り
 

上
が
り
に
欠
け
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
 

が
、
各
団
員
の
規
律
あ
る
整
列
の
も
と
 

に
人
員
の
服
装
点
検
並
び
に
機
械
器
具
 

の
点
検
が
行
わ
れ
、
日
頃
訓
練
の
成
果
 

を
十
分
発
揮
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
表
彰
式
に
 

う
つ
り
、
四
カ
町
長
は
 

じ
め
多
く
の
来
賓
が
出
 

席
す
る
中
で
永
年
勤
続
 

者
や
優
良
団
員
の
表
彰
 

が
行
わ
れ
新
年
を
祝
い
 

ま
し
た
。
 

な
お
本
町
の
表
彰
者
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

o
福
岡
県
知
事
表
彰
 

和
田
 

豊
 

（部 

長
）
第
二
分
団
 

〇
県
消
防
協
会
田
川
郡
 

支
部
長
表
彰
 

城
野
 
三
男
 

（
分
団
長
）
第
一
分
団
 

荒
牧
 
嘉
行
 

（
本
町
分
団
員
の
規
律
あ
る
整
列
風
景
）
』
ニ
『
 

（班 

長
）
本
部
分
団
 

、J 

ク
新
春
4

剣
道
部
鏡
開
き
ク
 

少
年
部
員
 35 

人
が
…
・
 

新
春
の
一
月
八
日
（
日
）
午
前
十
時
か
 

ら
、
町
民
会
館
体
育
館
に
お
い
て
、
恒
 

例
の
鏡
開
き
を
行
い
ま
し
た
。
 

年
末
か
ら
十
二
日
ぶ
り
の
稽
古
で
動
 

き
に
今
一
つ
の
物
足
り
な
さ
を
感
じ
さ
 

せ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
小
学
一
年
生
 

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
少
年
部
員
三
 

十
五
人
が
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
打
込
 

み
、
互
格
稽
古
に
道
場
せ
ま
し
の
練
習
 

風
景
は
頼
も
し
く
微
笑
ま
し
い
も
の
で
 

し
た
。
 

昨
年
四
月
以
降
に
入
部
し
た
一
年
生
 

も
よ
う
や
く
稽
古
着
姿
や
動
き
に
も
最
 

近
「
さ
ま
」
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
 

時
間
半
の
稽
古
に
た
っ
ぷ
り
汗
を
流
し
 

た
あ
と
、
紅
白
に
分
か
れ
て
約
一
時
間
 

程
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
午
後
か
ら
和
室
 

に
お
い
て
公
民
館
長
、
後
援
会
長
の
挨
 

拶
や
励
ま
し
の
言
葉
に
つ
ぎ
祝
電
披
ろ
 

の
後
、
待
ち
こ
が
れ
た
お
母
さ
ん
方
の
 

手
作
り
に
よ
る
“
ぜ
ん
ざ
い
4

に
舌
づ
 

つ
み
を
打
ち
ま
し
た
。
 

激
し
い
稽
古
の
あ
と
で
の
空
腹
に
好
 

物
の
甘
い
物
で
、
し
か
も
つ
き
た
て
の
 

お
餅
と
き
て
い
る
の
で
用
意
し
た
分
で
 

は
足
り
な
い
あ
り
さ
ま
で
、
世
話
役
と
 

し
て
は
冷
汗
を
か
き
ま
し
た
。
応
援
の
 

お
母
さ
ん
方
に
は
な
ん
と
も
申
し
訳
の
 

な
い
仕
儀
と
は
相
成
り
ま
し
た
が
、
一
 

方
少
年
た
ち
の
食
欲
に
は
た
だ
嬉
し
い
 

誤
算
と
悲
鳴
を
あ
げ
る
ば
か
り
で
し
た
。
 

本
日
の
鏡
開
き
の
良
き
日
に
一
年
間
 

の
稽
古
に
励
む
べ
く
、
和
ら
か
な
雰
囲
 

気
の
中
に
新
た
な
思
い
を
こ
め
て
散
会
 

し
ま
し
た
。
 

O
上
村
常
夫
 

猟
銃
や
残
火
薬
類
の
 

取
り
扱
い
保
管
は
確
実
に
 

ー
猟
期
は
「
ニ
月
＋
五
日
」
ま
で
ー
 

一
、
猟
銃
、
空
気
銃
等
の
適
正
保
管
 

保
管
設
備
の
不
完
全
、
カ
ギ
の
保
管
 

が
不
適
切
な
も
の
が
盗
難
や
自
殺
な
ど
 

の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

o
赤
池
町
長
表
彰
 

香
月
 
昌
則
（
班
 
長
）
第
】
分
団
 

長
野
 
晴
敏
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

伊
丹
 
健
二
（
団
 
貝
）
第
三
分
団
 

馬
場
 
義
輔
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

柴
田
 
荒
喜
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

小
松
 
文
夫
（
部
 
長
）
第
六
分
団
 

河
野
 
進
一
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

柳
川
 
照
義
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

o
優
良
消
防
団
員
表
彰
 

安
延
 
友
利
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

久
原
 

明
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

亀
谷
 
俊
政
（
班
 
長
）
第
三
分
団
 

原
田
 

登
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

河
村
 
勝
憲
（
団
 
員
）
第
五
分
団
 

小
松
 
君
雄
（
班
 
長
）
第
六
分
団
 

立
花
 
数
虞
（
部
 
長
）
本
部
分
団
 

〇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
 

〈
十
年
〉
 

有
吉
 
政
度
（
団
 
員
）
第
三
分
団
 

〈
十
五
年
〉
 

田
島
 
正
行
（
部
 
長
）
本
部
分
団
 

太
田
 
勝
正
（
部
 
長
）
本
部
分
団
 

立
花
 
数
慶
（
部
 
長
）
本
部
分
団
 

池
田
 

務
（
班
 
長
）
本
部
分
団
 

中
村
 
博
樹
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

松
枝
・
信
昭
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

平
川
 

洋
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

亀
谷
 
俊
政
（
班
 
長
）
第
三
分
団
 

」
禾
 
英
彦
（
班
 
長
）
第
三
分
団
 

浦
田
 
未
春
（
団
 
員
）
第
五
分
団
 

太
田
 

勝
（
団
 
員
）
第
六
分
団
 

〈
ニ
十
年
〉
 

太
田
 

政
文
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〈
二
十
五
年
〉
 

毛
利
 
三
次
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

会
干
年
〉
 

太
田
 

一
郎
（
部
 
長
）
第
一
分
団
 

日
高
 
峯
夫
（
副
分
団
長
）
第
二
分
団
 

谷
 

昭
治
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

太
田
 

淳
（
副
分
団
長
）
第
五
分
団
 

定
宗
 
俊
作
（
部
 
長
）
第
五
分
団
 

太
田
 
勝
治
（
部
 
長
）
第
五
分
団
 

浦
田
 

道
義
（
部
 
長
）
第
五
分
団
 

田
口
 

年
勝
（
部
 
長
）
第
五
分
団
 

太
田
 

五
郎
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

武
未
 
昭一 

（班 

長
）
第
五
分
団
 

大
久
保
和
仁
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
 

火
が
天
井
に
燃
え
移
っ
た
時
が
初
期
 

消
火
の
限
界
と
判
断
し
て
下
さ
い
。
 

逃
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
こ
の
限
界
 

が
目
安
で
す
。
 

普
通
の
住
宅
の
場
合
、
窓
も
避
難
路
 

で
す
。
 

ク
い
ざ
4

と
い
う
時
の
た
め
に
 

二
階
以
上
の
建
物
に
は
ロ
ー
プ
や
避
難
 

は
し
ご
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

煙
が
ひ
ど
い
時
で
も
、
床
に
近
い
と
 

こ
ろ
は
比
較
的
に
煙
は
う
す
い
も
の
で
 

す
。
で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
は
う
よ
 

う
に
、
煙
を
吸
い
こ
ま
な
い
よ
う
に
避
 

難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ゅ
 

J
 

●
保
管
庫
の
カ
ギ
は
シ
リ
ン
ダ
ー
錠
 

な
ど
の
堅
固
な
も
の
と
し
カ
ギ
は
必
 

ず
自
分
で
保
管
す
る
。
 

●
銃
は
ク
サ
リ
錠
で
結
束
す
る
。
 

●
分
解
で
き
る
銃
は
必
ず
分
解
し
部
 

品
の
一
部
は
他
の
場
所
に
径
●
す
る
。
 

●
「
弾
」
と
銃
と
は
必
ず
別
に
カ
ギ
 

を
か
け
て
保
管
す
る
。
 

二
、
残
弾
、
残
火
薬
類
の
適
正
な
措
置
 

●
猟
銃
用
火
薬
類
は
二
月
十
五
日
ま
 

で
に
消
費
し
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

●
や
む
を
え
ず
残
火
薬
を
生
じ
た
場
 

合
は
必
ず
次
の
措
置
を
と
る
①
警
察
 

を
通
じ
て
廃
棄
す
る
②
標
的
射
撃
な
 

ど
で
消
費
す
る
。
 

※
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
 

「
銃
は
分
解
カ
ギ
か
け
自
己
径
（
 

「
残
弾
は
持
つ
ま
い
 

置
く
ま
い
、
と
ら
れ
ま
い
」
 

凍
結
期
の
 

交
通
事
故
防
止
を
 

ー
ス
リ
ッ
プ
や
追
突
事
故
ー
 

二
月
は
積
雪
、
路
面
の
凍
結
に
よ
る
 

ス
リ
ッ
プ
事
故
や
追
突
事
故
が
多
発
し
 

て
い
ま
す
。
車
両
等
の
運
転
に
際
し
て
 

は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
一
 

●
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
か
チ
ェ
ー
ン
を
準
 

備
し
て
お
き
、
い
つ
で
も
使
用
で
き
 

る
よ
う
に
し
て
お
く
。
 

●
ス
ピ
ー
ド
は
制
限
速
度
を
守
っ
て
 

安
全
運
転
を
す
る
。
 

●
前
車
と
十
分
な
車
間
距
離
を
保
つ
。
 

。
 

和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

立
春
が
す
ぎ
た
の
に
寒
い
ノ
と
ば
か
 

り
に
衣
服
を
重
ね
る
。
そ
の
た
め
二
月
 

タ
喜
有
更
衣
と
い
う
。
 

1
日
（
水
）
 

3
日
（
金
）
 

4
日
（
土
）
 

6
日
（
月
）
 

7
日
（
火
）
 

8
日
（
水
）
 

11 

日
（
土
）
 

13 

日
（
月
）
 

14 

日
（
火
）
 

17 

日
（
金
）
 

19 

日
（
日
）
 

21 

日
（
火
）
 

25 

日
（
土
）
 

26 

日
（
日
）
 

28 

日
（
火
）
 

初
午
・
成
人
病
予
防
週
間
 

節
分
・
豆
ま
き
 

立
春
 

日
露
戦
争
始
ま
る
 

旧
正
月
 

針
供
養
 

建
国
記
念
の
日
 

旧
七
草
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

行
政
相
談
日
 

（
役
場
旧
第
二
公
民
館
）
 

家
庭
の
日
・
雨
水
 

旧
小
正
月
 

新
円
交
換
開
始
（
昭
 21 

) 

二
・
二
六
事
件
（
昭
 11 

) 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

始
ま
る
 

▽
熱
情
の
な
い
者
に
実
り
は
な
い
。
 

成
功
を
求
め
て
苦
し
み
追
求
す
る
 

熱
心
さ
が
な
け
れ
ば
、
な
に
ご
と
 

も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
△
 

●
凍
結
道
路
や
雪
路
で
の
急
加
速
や
 

急
ブ
レ
ー
キ
は
さ
け
る
。
 

※
ギ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
 

「
安
全
は
い
つ
で
も
止
ま
れ
る
 

余
裕
か
ら
」
 

田
川
警
察
署
 

全
面
通
行
止
め
の
 

お
知
ら
せ
 

鉱
害
復
旧
事
業
に
よ
り
伏
原
下
水
道
 

復
旧
工
事
（
二
工
区
）
を
施
工
す
る
こ
 

と
に
な
り
、
町
道
浮
舟
ー
伏
原
線
（
旧
 

県
道
）
が
二
月
十
六
日
よ
り
三
月
三
十
 

一
日
ま
で
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
 

は
大
変
ご
」
休
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

役
場
建
設
課
 

流
感
に
負
け
な
い
方
法
 

急
に
三
十
九
度
ぐ
ら
い
の
高
熱
が
出
 

て
寒
気
が
し
、
頭
痛
、
関
節
痛
が
起
り
 

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
流
行
性
感
冒
が
流
 

行
し
ま
す
。
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
カ
ゼ
の
ウ
イ
ル
 

ス
と
は
違
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
 

ス
の
感
染
に
よ
っ
て
発
病
す
る
も
の
で
 

回
復
ま
で
に
は
五
日
か
ら
一
週
間
ぐ
ら
 

い
か
か
る
の
が
普
通
で
す
が
、
高
熱
が
 

続
く
の
は
三
日
間
ぐ
ら
い
と
さ
れ
で
い
 

ま
す
。
こ
の
病
気
は
予
防
接
種
以
外
、
 

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
万
一
か
 

か
っ
た
ら
部
屋
全
体
を
暖
め
て
、
蒸
気
 

を
立
て
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
 

静
か
に
休
み
、
消
化
・
吸
収
が
よ
く
て
 

栄
養
価
の
高
い
も
の
を
食
べ
て
体
力
を
 

つ
け
る
こ
と
が
回
復
へ
の
早
道
で
す
。
 

ウ
イ
ル
ス
に
冒
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
 

は
、
疲
労
な
ど
で
体
の
抵
抗
力
が
弱
ま
 

っ
て
い
る
証
拠
で
す
か
ら
、
体
力
を
回
 

復
さ
せ
る
の
が
ウ
イ
ル
ス
に
勝
つ
一
番
 

よ
い
方
法
で
す
。
そ
し
て
安
静
に
し
て
 

い
て
高
熱
が
い
つ
ま
で
も
下
が
ら
な
い
 

時
は
、
気
管
支
炎
と
か
肺
炎
を
併
発
し
 

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
早
 

い
う
ち
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る
の
が
 

賢
明
で
す
。
 



(5） 第181号 昭和53年2月1日 
・

一

 か
 

あ
 

報
 

広
 

第181号 

1 
昭和53年2月1日 け

 
し、 か

 
あ
 

報
 

広
 

新
鋭
救
急
車
配
車
に
よ
り
 

救
急
体
制
は
強
化
さ
れ
ま
す
 

こ
の
度
、
地
元
農
協
関
係
者
の
深
い
 

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
福
岡
県
共
 

済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
よ
り
抜
群
の
 

機
動
力
と
最
新
鋭
の
救
急
装
置
を
備
え
 

た
優
秀
な
救
急
車
を
贈
呈
し
て
頂
き
ま
 

し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
救
急
出
動
に
 

当
「
て
は
パ
ワ
フ
ル
に
走
行
出
来
る
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

又
、
こ
の
救
急
車
は
性
能
が
す
ぐ
れ
 

て
い
る
た
め
、
走
り
な
が
ら
傷
病
者
を
 

救
護
し
、
然
も
静
か
に
搬
送
す
る
こ
と
 

が
出
来
ま
す
。
救
急
車
は
、
不
由
」
の
事
 

故
や
急
病
で
倒
れ
生
命
の
危
険
な
人
を
 

一
刻
も
早
く
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
大
 

切
な
車
で
す
か
ら
、
救
急
車
は
正
し
く
 

利
用
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
救
急
隊
は
願
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

エンゼルクイズ 

【第18回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1 、昨年の日本レコード大賞受賞者はだれ？ 

④五木ひろし ⑧八代亜紀 ⑥沢田研二 

2 、客車記号。カタカナで“ロ，，と表示があ 

ったらどんな客車？ 

④グリーン車 ⑧寝台車 ⑥食堂車 

3S 1 月4日、世界フライ級ダイトルマッチ 

でチャンピオンのミゲル・カントに挑戦し 

た日本のボクサーはだれ？ 

④触沢 ⑧具志堅（@）ノ」熊 

4 、牛肉のバラ肉は腹。ヒレ肉はどこ？ 

④もも ⑧背中 ⑥尻 

5 、月が地球をーまわりするのに何日かかる 

7 

④9日半 ⑧19日半（@)29日半 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガギ 

に記入のうえ、2月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

＞例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第17回の解答】 

1 ④ 2 ④ 3 ④ 4 @ 5 ④ 

【正解者】 

今回の応募総数12通のうち、正解者はあI) 

ませんでした。 

※今回の主な誤りは、問Sの人間の吐く息 

のところでで）の炭素と答えた方が多数でした。 

別 種 
不 

そ の 他 急 

そ 

ク） 

送 
他 

医
器
材
搬
送
 

医

師

搬

送

 

転

院

搬

送

 

損 

行 

病 為 

(259) ■■■■ 
D ■UD 

1,423 

1,310 

66 

52 

故 
合 

害 

般 

負 

傷 

運 

動 

競 

技 

労 

働 

災 

生 

交 

計 

2,604 出場件数 

（
田
川
地
区
消
防
署
）
 

o
昭
和
 51 
年
中
の
救
急
概
要
 

2,500 搬送人員 

永年の町衛生業務に表彰ノ 

―大久保アサさん（81歳）-

衛生助手“60年間，, 

'‘町衛生助手として約六十年間、衛生業務に活躍され 

,てきた人、赤池町大字上野原田、大久保アサさん（81 

歳）は昨年12月23日、池永町長より表彰され記念品が 

‘贈られました。 

大久保さんは明治30年1月1日生まれで今年81歳、 

町で予防接種を実施すると同時に医師の助手として大 

正末期より1昨年まで保健婦として活躍するかたわら 

J 町衛生行政に貢献された業務に対してこの度、町長よ 

り表彰されたものです。 

（町長室で表彰を受ける⑧大久保さん） 

り 

（
新
鋭
の
救
急
車
ク
農
協
共
済
号
）
)
 

俳 

旬 

赤
池
町
公
民
館
句
会
 

白
石
天
留
翁
選
 

o
勤
行
の
お
錦
間
殊
の
外
冷
ゆ
る
 

桜
ン
坊
 

o
一
羽
来
て
又
一
羽
来
て
初
雀
 

は
る
の
女
 

J
 

o
お
降
り
に
か
す
む
灯
台
守
の
灯
よ
 

聖
 
子
 

o
寒
タ
焼
鷺
の
埼
へ
翻
つ
時
刻
 雨

 
亭
 

o
初
仕
事
夫
婦
で
活
字
組
ん
で
を
り
 

園
 
女
 

〇
輪
飾
り
を
か
け
て
病
室
と
と
の
へ
り
 

秀
 
女
 

o
葉
牡
丹
の
渦
の
ゆ
る
び
し
四
温
か
な
 

加
す
美
 

o
小
暗
さ
を
好
む
か
の
ご
と
冬
椿
 

駒
 
女
 

o
滝
川
の
冷
き
響
き
椿
揺
れ
 

一 

歩
 

選
 
者
 

o
頚
少
し
曲
げ
て
正
月
髪
の
娘
よ
 

天
留
翁
 

〈短 

評〉 

o
勤
行
の
お
悌
間
殊
の
外
冷
ゆ
る
 

悌
間
に
入
れ
ば
お
の
ず
と
厳
粛
な
気
 

持
ち
と
な
り
、
こ
と
に
悌
間
の
冷
ゆ
る
 

こ
と
で
信
心
を
あ
ら
た
に
し
、
心
ひ
き
 

し
ま
る
思
い
が
す
る
。
 

o
初
仕
事
夫
婦
で
活
字
組
ん
で
を
り
 

多
忙
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
幸
せ
で
あ
 

る
場
合
が
あ
る
。
新
年
早
々
ご
夫
婦
で
 

仕
事
始
め
の
造
子
を
組
ん
で
い
る
と
こ
 

ろ
だ
っ
た
そ
の
真
剣
な
さ
ま
に
心
打
た
 

れ
た
。
 

※
毎
週
木
曜
日
、
夜
七
時
】
歩
居
に
 

て
句
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
・
初
心
者
の
 

ご
参
加
を
お
律
ち
し
て
い
ま
す
o

「 

ま
た
、
町
民
会
館
に
投
句
箱
が
あ
り
 

ま
す
の
で
、
奮
っ
で
ご
投
句
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

~ 

、ノー 

所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
 

3
月
 15 

日
ま
で
に
 

今
年
も
確
定
申
告
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
 

か
ら
、
贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
 

ら
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
 

は
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
 

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓
 

口
も
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
 

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
間
待
っ
て
 

い
た
だ
く
よ
っ
な
こ
と
に
も
な
り
ま
す
 

か
ら
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
 

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、
 

①
商
売
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産
収
入
 

の
あ
る
方
な
ど
で
、
昭
和
五
十
二
年
中
 

の
所
得
が
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
 

基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
 

よ
り
多
い
人
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
 

与
の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
 

給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
 

る
人
な
ど
で
す
。
 

な
お
、
所
得
控
除
の
主
な
も
の
は
次
 

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

基
礎
控
除
 

】
一
十
九
万
円
 

配
偶
者
控
除
 

】
一
十
九
万
円
 

扶
養
控
除
 

（
一
人
）
二
十
九
万
円
 

社
会
保
険
料
控
除
 
支
払
額
の
全
額
 

生
命
保
険
料
控
除
 
最
高
五
万
円
 

ま
た
、
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
 

を
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。
 

贈
与
税
の
基
礎
控
除
は
六
十
万
円
で
す
 

か
ら
、
一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
 

が
六
十
万
円
を
超
え
る
人
は
申
告
が
必
 

要
で
す
。
 

【
税
務
署
が
行
う
納
税
相
談
】
 

o
三
月
六
日
（
月
）
 

十
時
ー
十
六
時
 

o
役
場
ニ
階
委
員
会
室
 

【
振
扶
柄
税
利
用
者
の
方
へ
】
 

納
付
書
に
住
所
、
氏
名
、
納
付
税
額
、
 

振
替
金
融
機
関
名
を
ご
記
入
の
う
え
必
 

ず
申
告
書
に
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
預
金
不
足
の
た
め
振
替
（
納
付
）
 

で
き
な
か
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

ご
注
意
下
さ
い
。
 

【
無
料
申
告
相
談
】
 

税
理
士
会
田
川
支
部
で
は
、
小
規
模
 

納
税
者
を
対
象
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
 

毎一 

で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
 

o
ニ
月
ニ
十
八
日
（
火
）
 

J＋
時
ー
十
六
時
ま
で
 

o
役
場
二
階
委
員
会
室
 

田
川
税
務
署
 

あ

り

が

と

う

 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
敬
称
略
 

金
一
封
 

谷U 

昭
治
（
市
場
）
 

金
一
封
 
中
道
 
人
氏
（
十
区
中
組
）
 

福祉センターの行事 

〔福祉バス運行予定日〕 

5 日、12日、19日 

（日曜日） 

〔仏教法話会〕 

〔2月の休館日〕 

6 日、13日、20日、27日 

14日、午前11時 

〔演 芸 日〕 

2 日、 5 日、 9 日、12日 

16日、19日、23日、26日 

国
民
年
金
だ
よ
り
 

無
年
金
者
に
 

な
ら
な
い
た
め
に
 

国
民
年
金
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
る
 

に
は
、
最
低
で
ニ
十
五
年
の
保
険
料
を
 

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
保
 

険
料
を
納
め
ら
れ
る
の
は
五
十
九
歳
ま
 

で
で
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら
遡
っ
て
二
＋
 

五
年
と
い
う
と
、
ど
ん
な
に
怠
っ
て
い
 

た
人
で
も
、
満
三
十
五
歳
か
ら
は
保
険
 

料
を
継
続
し
て
完
納
し
つ
づ
け
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
 

本
来
は
、
二
十
歳
か
ら
加
入
し
て
保
 

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
法
律
で
定
め
ら
 

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
万
一
、
三
十
五
 

歳
を
す
ぎ
て
も
加
入
せ
ず
納
付
し
な
い
 

人
は
、
後
に
な
っ
て
い
く
ら
加
入
し
た
 

い
、
年
金
を
ほ
し
い
と
悔
ん
で
も
後
の
 

祭
り
で
、
生
涯
を
通
じ
加
入
も
納
付
も
 

で
き
な
い
建
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

大
き
な
社
会
連
帯
と
い
う
環
か
ら
は
 

み
出
さ
な
い
よ
う
に
、
目
先
の
損
得
を
 

離
れ
て
未
来
の
幸
福
を
つ
か
む
た
め
に
 

少
し
で
も
早
く
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
 

し
ょ
、
つ
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
く
と
 

も
、
七
十
歳
に
な
れ
ば
老
齢
福
祉
年
金
 

を
く
れ
る
か
ら
と
思
い
違
え
て
い
る
人
 

も
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
受
け
ら
れ
る
の
 

は
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
生
 

ま
れ
た
人
だ
け
で
す
。
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職
業
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
、
五
十
三
年
度
の
入
校
生
を
次
の
と
 

お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
 

機
械
第
一
科
二
十
人
、
機
械
第
ニ
科
 

＋
人
、
熔
接
科
十
人
、
鋳
造
科
三
＋
 

人
、
製
か
ん
熔
接
科
三
十
人
、
金
属
 

プ
レ
ス
科
三
十
人
 

▽
応
募
資
格
 

義
務
教
育
修
了
程
度
の
学
力
タ
着
“
す
 

る
健
康
な
男
女
 

▽
募
集
期
間
 

三
月
＋
五
日
（
水
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
 

直
方
専
修
職
業
訓
練
校
 

電
話
〇
九
四
九
ニ
ー
回
ー
一
七
二
一
 

高
等
営
農
技
術
 

研
修
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
農
業
講
習
所
で
は
、
五
十
 

三
年
度
の
研
修
生
を
次
の
と
お
り
募
集
 

し
ま
す
。
 

▽
募
集
予
定
人
員
 

七
十
人
以
内
（
修
業
年
限
】
カ
年
）
 

▽
受
験
資
格
 

（
里
局
等
学
校
の
卒
業
者
又
こ
れ
ら
の
 

者
と
同
等
以
上
の
学
カ
を
有
す
る
と
 

認
め
ら
れ
る
考
 

②
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
以
降
に
 

生
ま
れ
た
者
で
、
福
岡
県
内
に
住
所
 

を
有
す
る
者
 

③
農
業
の
島
呂
者
又
は
将
来
農
業
の
 

自
営
を
め
ざ
す
者
 

▽
受
付
期
間
 

二
月
十
日
（
金
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
間
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
立
農
業
講
習
所
 

電
話
〇
九
二
九
ニ
ー
）
ー
二
九
三
〇
 

直
方
ろ
う
学
校
 

入
学
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
直
方
ろ
う
学
校
で
は
、
五
 

十
三
年
度
の
入
学
生
を
次
の
と
お
り
募
 

集
し
ま
す
。
 

▽
入
学
資
格
 

①
ろ
う
児
、
難
聴
児
で
次
の
事
項
に
 

該
当
す
る
者
 

o
幼
稚
部
（
満
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
 

の
者
）
 

o
小
学
部
（
満
六
歳
に
達
し
た
者
）
 

o
中
学
部
（
小
学
部
ュ
ゲ
塁
ー
し
た
者
 

又
は
こ
れ
に
進
十
ノ
る
者
）
 

o
高
等
部
（
中
学
部
キ
景
十
業
し
た
者
 

又
は
こ
れ
に
進
十
ノ
る
者
）
 

②
こ
の
ほ
か
、
ろ
う
学
校
に
入
学
を
 

さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
認
め
ら
 

れ
る
者
は
前
項
に
準
じ
て
入
学
さ
せ
 

、

、

j

 

る
 

▽
募
集
期
間
 

三
月
九
日
（
木
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
立
直
方
ろ
う
学
校
 

電
話
〇
九
四
九
ニ
ー
）
ー
五
三
五
一
 

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
 

福
岡
県
と
社
団
法
人
福
岡
県
宅
地
建
 

物
取
引
業
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
次
 

の
日
程
で
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
 

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

二
月
ニ
十
七
日
（
月
）
直
方
市
民
会
館
！
 

二
月
二
十
八
日
（
火
）
飯
塚
商
工
会
議
所
 

※
時
間
は
午
後
一
時
よ
り
 

▽
相
談
員
 

弁
護
士
 
税
理
士
 
司
法
書
士
 

県
建
築
部
 
市
建
築
局
 

財
形
住
宅
貸
付
け
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
財
形
貯
蓄
を
 

し
て
い
る
方
を
対
象
に
「
財
形
住
宅
貸
 

付
け
」
の
申
込
受
付
け
を
次
の
と
お
り
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
融
資
額
 

財
形
貯
蓄
残
高
の
二
倍
。
た
だ
し
、
 

そ
の
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
場
合
 

は
一
千
万
円
が
限
度
 

▽
利
率
 

年
六
・
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
 

▽
返
済
期
間
 

木
造
…
十
八
年
以
内
 

簡
易
耐
火
構
造
…
二
十
五
年
以
内
 

耐
火
構
造
…
三
十
五
年
以
内
 

▽
受
付
期
間
 

二
月
二
十
八
日
（
火
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
 

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
所
 

電
話
〇
九
ニ
ー
七
七
一
ー
五
二
六
一
 

通
行
止
め
の
延
期
 

ー
県
道
八
幡
‘
・
赤
池
線
の
一
区
間
ー
 

広
報
あ
か
い
け
新
年
号
及
び
回
覧
等
 

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
建
設
省
の
上
野
 

橋
架
設
工
事
に
伴
う
県
道
八
幡
ー
赤
池
 

線
の
一
区
間
の
通
行
止
め
期
間
の
開
始
 

日
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
 

建
設
省
か
ら
の
連
絡
で
は
一
月
十
日
 

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
 

り
ま
し
た
が
、
上
野
婚
木
設
工
事
の
工
 

程
進
行
の
関
係
で
通
行
止
め
期
間
の
開
 

始
が
四
月
上
旬
頃
ま
で
延
期
さ
れ
ま
す
 

の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
採
銭
）
を
 

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
カ
を
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

な
お
通
行
止
め
期
間
が
決
定
す
れ
ば
 

広
報
紙
で
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
次
に
よ
 

り
農
業
委
貝
会
委
貝
選
挙
人
名
簿
を
縦
 

覧
し
ま
す
。
 

▽
と
き
 

二
月
ニ
十
三
日
（
木
）
ー
三
月
九
日
 

（
木
）
ま
で
の
二
週
間
 

J
 

▽
と
こ
ろ
 

赤
池
町
役
場
 

心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談
 

地
方
や
国
の
行
政
、
自
分
の
身
の
ま
 

わ
り
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、
子
供
の
 

教
育
な
ど
で
悩
み
や
心
配
ご
と
を
お
持
 

ち
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
毎
月
一
回
（
十
七
日
）
 

十
時
ー
十
五
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
役
場
旧
第
ニ
公
民
館
 

※
な
お
、
当
日
が
土
曜
日
、
日
曜
日
 

の
場
合
は
月
曜
日
に
行
い
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

みんなで献血ノ 

だれにでもできる 人だすけ 

2 月21日（火） 

午後2時30分～4時 

赤池町役場前 

と き 

ところ 

連
載
「
趣
味
の
盆
栽
と
園
芸
⑥
 

」
は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
今
回
 

（
二
月
号
）
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
す
。
 

、 


